
海外渡航前後のコンピテンシー調査について 

 

海外渡航の学修効果について、学生が習得する行動特性（以下、コンピテンシ

ー）に着目した調査を行いました。その結果をグラフにして表示しています。 

 

 

調査の要領は、以下のようです。 

 

【以下、渡航学生宛依頼文】 

WENDI 海外渡航（１か月以上）の学修効果について、学生が習得する行動特

性（以下、コンピテンシー）に着目した調査を行います。 

結果は皆さんの成績評価等には一切関係なく、また個人情報も開示しません。

あくまで今後の総合生存学館の国際教育の改善に寄与することを目的に調査す

るものですので、ご理解、ご協力をお願いします。 

・コンピテンシー項目は５つあり、各コンピテンシーはワークシート毎に分か

れています。 

１.多様性の理解と対応力 

２.マインドセット 

３.課題遂行力 

４.コミュニケーション力 

５.学際的な専門 

 

・総括表はコンピテンシーの一覧と評価結果の表です。評価結果は各コンピテ

ンシーの評価が自動的に反映されます。 

・各ワークシートには、コンピテンシーの到達目標が記載されており、さらに各

コンピテンシーはいくつかのキーワードに分かれています。 

・各キーワードには定義の説明があり、それぞれのキーワード毎に、レベル０か

ら５までの達成レベルが設定されています。 

・各達成レベルの説明をよく読んで、自分がどのレベルか、ワークシートの自己

評価欄に０から５の数値を入力してください。 

・入力が終了したら、ファイル名に自分の名前を入力して渡航期間終了後 1 週

間以内に下記宛先までにメール送信してください。 
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Before After



コンピテンシー 到達目標 キーワード

1) 想像力
Imagination

2) 寛容力
Tolerance

3) 適応力
Adaptability

4) ストレスコントロール
Stress control

1) 協調性
Cooperativeness

2) 倫理観
Ethics

3) 使命感
Sense of mission

4) 責任感
Sense of responsibility

1) 先見力
Foresight

2) 俯瞰力
Having a bird's eye view

3) 思考力
Thinking Ability

4) 決断力
Decisiveness

5) 突破力
Breakthrough strength

１）傾聴力
Listening ability

２）発信力
Communicativity

３）語学力
Language skills

４）融合力
Fusing Ability

１）文理融合能力
Ability of fusing humanities and sciences

２）創発力
Emergence ability

1

多様性の理解と対応力
Understanding and responding to diversity

現地体験を通じて、異なる文化、習慣、伝統、宗教、価値観等を多面的に理解、尊重したうえで、行動ができ
るようになる。同時に安全、健康について自己管理ができる。
Through local experiences, we will be able to act with understanding and respect towards different
cultures, customs, traditions, religions, values, etc. in many ways.

2

マインドセット
Mind set

派遣先において、関係者との協働活動を通じ、強い倫理観に基づき、使命感、チャンレンジ精神、責任感をも
つことができるようになる。Through collaborative activities with stakeholders at the dispatch destination, we
will be able to have a sense of mission, challenge and responsibility based on a strong ethical
perspective.

5
学際的な専門性
Interdisciplinary expertise

グローバル課題について学び、その解決に向けて自身の専門性を超えた革新的な思考のもと、専門分野を社
会で役立てる実効的方策について熟考する。
Learn about global issues and undertake innovative thinking beyond their own expertise to solve that
problem and consider effective measures to make a special field useful in society.

3

課題遂行力
Ability to accomplish tasks

現地や相手の状況を把握、分析、理解し、洞察力のある問題解決を企図した企画、立案ができるようになる。
上記を踏まえ、臨機応変に最後まであきらめずに実行できるようになる
We will be able to plan and planing for insightful problem solving, grasp, analyze, understand the situation
of the local and the other party.
Based on the above, we will be able to execute without resorting to the end as occasion demands.

4
コミュニケーション力
Communication skills

派遣先において、関係者との協働活動を通じ、英語による会話と作文の能力 を高め、さらには言語以外でのコ
ミュニケーションにより、意思疎通を可能とするための方法を模索、体得する。加えて、研修を通じて、チーム
ワークやリーダーシップについて考え、実践し、体得する。
Through collaborative activities with stakeholders at the dispatch destination, we seek and acquire
methods for enhancing the ability of conversation and writing in English, and furthermore communication
through non-linguistic communication. In addition, through training, think, practice, and acquire teamwork
and leadership.
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